
1 

平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  □安否確認・声かけ ■イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（定期清掃時の安否確認 ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－１） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

○見守り活動 

 夏休みを中心に防犯パトロールを行っている。夏休みに公園で打ち上げ花火をする子ども

たちへ注意することを目的に始めた。役員と防犯部の１６名が交替で見守り名簿を使い、見

守り対象となっているお宅の灯りがついているか、ポストは一杯になっていないかを防犯パ

トロールと併せて確認をしている。何日も灯りがつかないと、そのお宅へ安否確認の訪問を

行い、中には、入院中で何日も灯りがつかず心配したケース、早く寝てしまうため灯りがつ

いていないことで心配したケースがあった。 

○見守りサロン 

当自治会内に居住する３分の２の世帯は高齢者であり、最近では家族の方が亡くなっても

知らせないというような関係を望む方が増えてきた。お一人暮らしなのかどうかもわから

ず、また、外出も少なくなり会話する機会が少なくなりがちな方も増えてきている。そこで、

見守り支えあい活動の一環として、月１回（第１水曜日）のサロンを立ち上げた。 

階段ごとの掲示板に開催のお知らせを貼りだしている。集まった方たちとお茶を飲みなが

ら、時には参加者が遺産相続など学んできたことなどの報告会や情報交換、麻雀、折り紙、

編み物等毎月趣向を変えて行っている。 

○定期清掃時の安否確認 

 月１回、第２日曜日に当自治会では定期清掃として敷地内の清掃を行うこととしている。

見守り対象者名簿に載っている方たちが参加してもらえるよう声をかけている。自治会の事

業に参加をしてもらい、他の方たちとの交流を深めていただきたいと思っている。 

 

《成果・課題等》 

○日ごろから自治会では、ご近所付き合いをしている方に、「留守にするときは、近所に話

してね」と呼びかけをしている。ところがあるとき、何の連絡もなく新聞も溜まり数日間会

えないため心配し警察を呼ぶという騒動があった。部屋にはだれもおらず、後日、旅行に行

っていた事がわかった。留守にするときにご近所に一声掛けていたら騒動とならずに済んで

いたはずであった。支えあい見守り活動への理解をしていただけるようこれからも呼びかけ

ていきたいと思う。 

○サロンについては、参加者は毎回１２名程度だが、好評で、楽しみにされているので、サ

ロン活動を応援してくれる方が増えれば、回数を増やしたい。細く長く続けて行きたいと思

う。 

○時間に余裕ができたら、見守り対象者名簿に載っている方たちへの訪問をしたいと思って

いる。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 北部（Ｂ－２） 見守り支えあい名簿の提供 無 

《活動内容》 

○防犯パトロール 

 当町会では、第２・第４金曜日に防犯パトロールを行っている。ふれあいポリスも参加し

パトロールを行っている。また、町会の老人会のメンバーも合同で積極的に参加をしていた

だいている。孤独死防止のため、新聞やチラシが溜まっていないかということや雨戸が閉ま

りっぱなしではないかということにも目を配っている。 

 

○敬老祝い品の配布 

 回覧板により、対象となる７５歳以上の方の確認を行っている。敬老祝い品は、２１地区

の地区長がお年寄りのご自宅を一軒一軒訪問し、お元気な姿を確認し手渡している。 

 

○美化活動 

 役員を中心に老人会では、美化活動として、平和の森公園の吸い殻拾いや犬の糞の始末、

妙正寺川沿いのゴミ拾いや、空き地の草取りなどを行っている。活動を始めた５年ほど前と

比べると犬の糞も随分少なくなった。老人会の皆さんも元気に活動している。 

 

○餅つき大会 

 １２月中旬には、毎年恒例の餅つき大会を行っている。当町会で一番人が集まる行事であ

る。子どもからお年寄りまでたくさんの方の参加がある。７５歳以上の方には、お餅の無料

配布券を配布し参加を呼び掛けている。 

 

《成果・課題等》 

 

○町会の会員以外の方にも声を掛け、餅つき大会など町会の行事に参加をしていただきたい

と思っている。 

 そして、顔見知りになり、日頃から隣近所でちょっとした気づかいができるような関係が

できれば良いと思っている。 

 

○町会の活動に多くの方に参加をしてもらい、様々な方と連携を取っていきたいと思う。そ

して、見守り、支えあい活動の輪を広げていきたいと思う。 

 

 

 



3 

平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（訪問記録の作成 ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－３） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 当自治会では、平成６年から前会長の発案で創めた「共支共生訪問」という活動を行って

いる。「地域の人々が共に支えあいながら生きていこう」という思いが込められている。  

  

健康、困りごと、自治会でお手伝いができることはないかということを目的に始まってい

る。 

 

訪問の対象者は、自治会に加入している８０歳以上の高齢者と障害者で、１６名の役員で

自治会内を５つのブロックに分け、２４０名の方を年に２回（１月、９月）訪問を行い、家

族の状況や緊急連絡先、健康などを聞き取り、調査票を作成している。 

訪問の際に、９月には敬老祝品を、１月にはお正月のお祝いにお菓子をお渡ししている。

訪問をすると喜んでくださる方が多く、今では、長期の旅行時には連絡先を伝えてもらえる

関係になった方もいる。 

 

また、３月末にはふれあい広場でお花見会を催している。お弁当を食べながら演芸を楽し

んでいただいている。 

 

見守り対象者名簿は、この活動をより進めるために区から提供を受けた。共支共生訪問活

動の際、この活動の対象者となっていない方への見守り活動を行うことにした。現在の町会

の活動の重荷にならない程度に無理をせず少しずつ活動を広げていきたいと思う。 

 

《成果・課題等》 

 見守り名簿を活用し、共支共生訪問の対象者の確認を行った。 

 

共支共生訪問活動対象者以外の方への見守り活動をさらに進めていきたいと思う。 

今後、防犯パトロールにおいても、見守り対象者名簿を活用し、少しずつ見守り活動を行

っていきたいと思っている。 

 

また、隣近所の方から情報を聞くのは町会の方が得意であり、町会はその得意な事を生か

して支援が必要な人の異変の発見、日常生活の変化などの把握を行い、すこやか福祉センタ

ーや地域包括支援センターに繋げる役割を担っていきたい。 
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平成２６年５月掲載 

 

 

 

 

 

支えあい活動内容 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 北部（Ｂ－４） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

○訪問活動 

  平成２５年２月に見守り対象者名簿を受領し、その後、町会の地域を２７に分割し、そ

こに役員を担当として割り当てた。しかし、当町会の見守り対象者名簿には考えていたよ

りも多くの対象者が登載されており、支援が必要な方、今は元気な方と、ある程度絞り込

んでいく必要があると感じた。 

   

そこで、平成２６年１月に町会が実施した「餅つき大会」の前に、見守り対象者名簿を

活用し平成２５年１２月から対象者宅を訪問することとした。 

対象者の生活状況の確認と把握を行い、町会で作成した「見守り対象者状況記録」を作

成することを訪問の目的とし、訪問時には、「当面、見守りが必要か不要か」について状

況の把握を行った。 

 

また、対象者に配布した「餅つき大会」の案内チラシには、当町会が「支えあい活動の

推進に関する条例」に賛同し、「見守り対象者名簿」を区から提供を受け、町会活動を実

施する中で、できる範囲内で支えあい活動を始めることを記載した。 

 

  現在、この訪問で目的とした、安否の確認、対象者の状況の確認について、各担当者か

らの報告を取りまとめている最中である。 

   

《成果・課題等》 

○見守り対象者名簿に登載された方について継続した見守り活動を実施するためには、その

実態を把握することが必要である。 

 

○現在、対象者宅を訪問した報告を取りまとめている。この報告をもとに、どのような活動

を行うことが望ましいのか関係者と協議していきたい。 
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－５） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 

・毎年９月に町会行事の一環として、各部理事が７５歳以上の町会員で希望のあった方を

訪問して敬老品を配布している。 

 

・月１回開催の町会理事会の時に、心配な方については、以下３つのことをお願いし実施

している。 

（１）町会役員及び民生・児童委員に連絡すること。 

（２）ご近所同士の声掛けを進んで実施すること。 

（３）夜間時の防犯パトロールでも注意を払うこと。 

 

・夏の盆踊り、祭礼（夜 演芸大会）時等でも、見守り対象者が参加しているか気遣って

いる。 

《成果・課題等》 

 

１ 現在、193名が見守り対象者名簿に登載されているが、まだ元気な方も登載されている。 

 

２ 見守り対象者名簿への登載が、特に必要と思われる高齢者が載っていない場合や意向確

認通知を見ていないで、そのまま登載されているケースが多数見受けられる。当制度の仕

組みに更なる検討が必要と思われる。 

 

３ 見守り対象者名簿登載者のうち、30 名が町会会員ではない。今後、特に非町会員に対

して、どのように見守りを進めていくかが課題である。 

 

４ 高齢者の見守りに係る各種名簿の統合化も検討した方が良い。  
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

  

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－６） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 

① 防犯パトロール 

月に１０回程度、町内を巡回している。 

また、年末は、７日間、夜間パトロールを実施している。 

 

② 敬老祝い 

  ７５歳以上の方がいる世帯に敬老祝い品を、１００歳を迎えた方には、会長が敬老祝い

品を直接届けている。 

また、毎週月曜日に高齢者会館で開催している「サロン」（喫茶）の無料券も７５歳以

上の方に同時に配布し、サロンに足を運んでもらうことにより、地域高齢者の交流促進に

つながるようにしている。 

 

③ 高齢者の見守り・支えあい 

見守り・支えあい名簿（３５０名）に登載されている高齢者の方がどこに住んでいる

か地図に落とし込み、全対象者を訪問し、ニーズの把握などの聴き取りを行っている。 

訪問対応マニュアル、訪問の主旨を説明した事前チラシ、訪問時に使用する名札など

を作成し、役員を５班に分けて、１班４～５人で回っている。 

町会の非加入者も半数いるが、町会の加入者だけでなく、順次、非加入者の方の訪問

も行っていく。 

 

《成果・課題等》 

 

 ○高齢者の見守り・支えあいの訪問を行い、大変感謝された。 

 

○見守り・支えあいの訪問について、町会加入者は、事前に回覧板でお知らせができるが、

非加入者に理解いただけるかが課題である。 
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

  

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  □安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－７） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 

○防犯パトロール 

 当町会では、水曜日の夕方と土曜日の夜間の２班で町内を巡回している。それぞれコース

を違えて巡回しているが、夜間のコースでは細い路地を重点的にまわっている。 

 なお、年末には周辺５町会が協力して１０日間にわたり夜間パトロールを実施している。 

 

 ○餅つき 

 １２月の初旬に子供会主催でお餅つきを行っている。老人クラブの方々には御餅券を配布

して、無料でお配りしている。児童・生徒・保護者・町会担当者が協力して行い、世代間交

流の良い機会となっている。 

 

 ○敬老祝い品の配布 

 総会時期に敬老祝い品を７５歳以上の方にお渡ししている。総会出席者には直接渡すが、

欠席の方には担当者がお届けしている。 

 

 ○食事会での交流 

 町会主催で食事会を実施している。家族で参加する方も多く毎年７０名ほどの参加があ

る。お互いのコミュニケーションを深めるとともに、初めて顔を合わせる方もいて、楽しい

人気のある行事の一つとなっている。 

 

 

 

《成果・課題等》 

 

 見守り支えあい名簿の提供を受けているが、なかなかその活用というところに至っていな

い。今後、他の町会の活用例を参考にして、「見守り・支えあい」の活動につながるように

していきたいと思う。 



8 

平成２７年３月掲載（新規） 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動 ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 北部（Ｂ－８） 見守り支えあい名簿の提供 無 

《活動内容》 

当町会は、民生児童委員と保護司が町会役員を兼任することが慣例となっているため地

域の細かい様子を常に把握することができると自負している。 

 

定期的な見守り活動としては、月に４日を２地域に分けて行っていて、１日３巡回（朝・ 

昼・晩）が１日、１日２巡回（昼・夜）が２日、１日１巡回（昼）が１日でそれぞれの当 

番が時間を工夫して巡回を行っている。 

また年末は、毎年１２月２５日から２９日の期間、２０時から２１時の間に、２地域に

分けて巡回を行っている。 

 

行事の際に行う見守り活動としては、下記のとおり。 

３月 餅つき大会 

今年からは、回覧板でのお知らせの他に高齢者のみの世帯には別に案内状を配布し、

より多くの方に交流の場を提供したいと考えている。 

９月 敬老祝い配布 

７８歳以上に配布している。今年は約２５０名に配布した。配布に当たっては必ず顔

を見てその方の近況の把握に努めている。 

 

町会役員は、警察（ふれあいポリス）との連携も含め、日頃から自主的に見守り活動を

行っている。 

特に一人暮らしの高齢者に対しては自宅郵便ポストの状況や家の前の清掃の様子を注 

視している。 

家の前の清掃の手伝いも行い、その方の様子をうかがうようにしている。気づいたこと

は町会役員同士で情報を共有している。 

《成果・課題等》 

 

○成果としては、町会役員の積極的な声掛けによって、家に引きこもっていた高齢者が高齢

者会館や寿会などに頻繁に参加するようになったケースが多くある。 

 

○ふれあいポリスのチラシ配布のお手伝いは常に積極的に手伝っている。ふれあいポリスか

らも気軽に「チラシ配りを手伝って。」と声がかかり、よい連携ができている。 

 

○課題としては、消防署から実施要請のあったまちかど防災訓練について、今後どのような

メンバーでどのように関わっていくべきか町会として検討していくことが挙げられる。 


